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１
月
12
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
消

防
出
初
式
に
お
い
て
、
初
期
消
火
、

人
命
救
助
及
び
救
急
救
護
に
協
力
さ

れ
た
方
と
消
防
団
員
へ
表
彰
状
、
退

団
者
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▼
大
磯
町
長
表
彰

【
初
期
消
火
協
力
者
】

高
橋
　
孝

【
人
命
救
助
者
】

鈴
木
　
一
弘

【
救
急
救
護
者
】

森
山
　
泰
宏
　
　
　
金
木
　
伸
浩

有
坂
　
富
昭
　
　
　
有
坂
　
美
南

レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
団
体
）

他
、
匿
名
希
望
者
１
名

消
防
活
動
協
力
者
・
消
防
団
員
表
彰

▼
神
奈
川
県
消
防
協
会

　
　
　
　
　
　
　
湘
南
支
部
長
表
彰

【
優
良
消
防
団
員
】

第
２
分
団
　
副
分
団
長
　
田
中
　
剛

第
２
分
団
　
部
長
　
富
沢
　
一
宏

第
８
分
団
　
部
長
　
原
田
　
健

第
12
分
団
　
部
長
　
小
澤
　
誠

第
12
分
団
　
部
長
　
飯
山
　
匠

▼
大
磯
町
消
防
団
長
感
謝
状

【
勤
続
５
年
以
上
で
の
退
団
者
】

元
第
２
分
団
　
班
長
　
長
岡
　
正
徳

元
第
３
分
団
　
団
員
　
林
　
亮
平

元
第
８
分
団
　
団
員
　
小
早
川
　
充

問
消
防
総
務
課

　
☎（
61
）０
９
１
１

問
選
挙
管
理
委
員
会
　

　
☎
内
線
２
２
８

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
表
彰（
教
育
功
労
者
表
彰
）を
受
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
多
年
に
わ
た
り
町
の
社
会
教
育
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、

稲
葉
和
也
さ
ん
（
元
町
文
化
財
専
門

委
員
会
委
員
長
）、
黒
川
鍾
信
さ
ん

（
前
町
図
書
館
協
議
会
委
員
長
）、
葊

瀬
利
郎
さ
ん
（
元
町
社
会
教
育
委
員

会
議
議
長
）
が
、
神
奈
川
県
教
育
委

員
会
表
彰
（
教
育
功
労
者
表
彰
）
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

問
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３

稲葉　和也

葊瀬　利郎

黒川　鍾信

大澤　曉空（新任）

▼
補
充
員

・
小
島
　
義
明
　
　
・
永
嶌
　
和
江

・
上
野
　
浩
司
　
　
・
石
井
　
詠
子

　
前
委
員
・
補
充
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
昨
年
12
月
の
議
会
で
新
た
に
委

員
４
名
と
補
充
員
４
名
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
元
年
12
月
23
日

か
ら
令
和
５
年
12
月
22
日
で
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙
や
選
挙
に
関
す
る
事
務
を
管
理
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る
機
関
で
す
。（
敬
称
略
）

委員長
播磨　満

委員
若林　和貴男

委員長職務代理者
渡邉　直樹

委員
簑島　亨

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
改
選
　新
委
員
・
補
充
員
決
定

　
任
期
は
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
４
年
12
月
31
日
で
す
。
人
権
擁

護
委
員
は
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
な
ど

の
た
め
、
日
々
活
動
に
努
め
て
い
ま

す
。（
敬
称
略
）

問
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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▼
定
員
　
40
名

▼
講
師
　
澤
村
　
直
樹
氏
（
ア
ク
テ 

ィ
ヴ
リ
ッ
ス
ン
代
表
）

※
３
月
26
日
（
木
）
13
時
～
　
続
編

も
開
催
し
ま
す
！

問
・
申
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課  

　
☎
内
線
３
１
０

　
大
磯
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
国

府
小
学
校
へ
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
寄

贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
子

ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
役
立

て
て
ま
い
り
ま
す
。

問
学
校
教
育
課
　
☎
内
線
３
２
２

小
学
校
に

　サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
を
寄
贈

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の

作
文
」
で
表
彰

　
傾
聴
と
は
相
手
の
伝
え
た
い
こ
と

に
耳
だ
け
で
な
く
心
を
傾
け
て
聴
く

こ
と
で
す
が
、
自
分
を
表
現
し
な
が

ら
相
手
と
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
た

め
に
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。
家
庭
や

職
場
で
も
生
か
せ
る
講
座
で
す
。

▼
と
き
　
３
月
７
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
２
階
研
修
室

▼
費
用
　
無
料

こ
こ
ち
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
健
康
を
作
る
！

「
傾
聴
と
心
の
健
康
」

　
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
、
国

税
庁
主
催
の
『
中
学
生
の
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」』
で
次
の
方
が
入
賞

し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
応
募
総
数
は
５
７
８
，

２
０
４
編
、
う
ち
、
町
内
の
中
学
校

か
ら
は
71
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▼
神
奈
川
県
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
瀬
尾
　
遥
　
（
大
磯
中
）

▼
大
磯
町
長
賞

　
　
　
　
田
邉
　
健
　
（
大
磯
中
）

▼
大
磯
町
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
湯
口
　
梢
枝
（
大
磯
中
）

問
税
務
課
　
☎
内
線
２
６
４

　
町
内
で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
に
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

た
め
、
多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
た

想
定
で
訓
練
を
行
い
ま
す
。
　

　
こ
の
訓
練
は
、
近
隣
市
町
消
防
機

関
、
医
療
機
関
及
び
警
察
な
ど
数
多

く
の
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
に
行

い
ま
す
。

▼
と
き
　
２
月
27
日
（
木
）

　
９
時
30
分
～
正
午

　
※
雨
天
決
行
・
荒
天
時
中
止

▼
と
こ
ろ
　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

※
こ
の
訓
練
に
伴
い
サ
イ
レ
ン
が
鳴

り
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違
え
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
消
防
署
　
☎（
61
）０
９
１
１

多
数
傷
病
者
対
応
訓
練

を
実
施
し
ま
す

　
新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
す
る「
成
人
式
」

を
１
月
13
日
（
月
・
祝
）
に
大
磯
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
２
６
９
名
が
新
成
人
と
な
り
、

２
０
５
名
が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
多
く
の
来
賓
の
方
が
新
成
人
を
祝
い

ま
し
た
。

　
昨
年
５
月
に
元
号
が『
平
成
』か
ら『
令
和
』

に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
節
目
と
な

る
年
に
、
晴
れ
て
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
新
成

人
の
皆
さ
ん
は
、
と
て
も
眩
し
く
、「
新
た

な
時
代
」
に
向
け
て
一
人
前
の
大
人
と
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
日
本
の
将
来
を
担
っ

て
い
く
の
だ
と
思
う
と
、
頼
も
し
く
も
感
じ

ま
し
た
。

　
美
し
い
自
然
と
由
緒
あ
る
歴
史
、
文
化
に

恵
ま
れ
た
大
磯
町
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
多
く
の
問
題
に
直
面
し
な
が
ら

も
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
手
を
取
り
合
い
、
自

ら
が
新
し
い
時
代
の
大
磯
町
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
懸
命
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
新
成

人
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
ん
な
大
磯
町
を
誇
り

に
思
い
な
が
ら
、
歩
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
良
い
大

磯
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
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